
今夏の需給状況および
 

安定供給に向けた
 

主な取組み実績について

平成２６年１０月１日
関 西 電 力 株 式 会 社
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2,667万kW（7月25日14～15時）

今年の日々の最大電力

：今年の土日祝日、お盆期間（8/11～8/15）を表す

今年度

 

最高気温

今年度

 

最低気温

今夏の最大電力および気温の推移

最高気温

 
平年値

最低気温

 
平年値

供給力（想定）
2,960万kW（7・8月） 供給力（想定）

2,877万ｋＷ（9月）

１

○今夏のこれまでの最大電力発生日時は７月２５日（金）１４～１５時の２，６６７万ｋＷです。

H26年7月 平年差

平均 27.8 ＋0.4

最高 32.1 ＋0.5

最低 24.5 ＋0.2

◎気温※1（大阪) （℃）

H26年8月 平年差

平均 27.8 ▲1.0

最高 31.7 ▲1.7

最低 25.0 ▲0.4

H26年9月 平年差

平均 24.0 ▲1.0

最高 28.8 ▲0.5

最低 20.3 ▲1.4

※1

 

気温は全て期間の平均値

◎猛暑日（最高気温35℃以上）

7月 8月 9月 計

5 0 0 5

（日）

◎熱帯夜（最低気温25℃以上） （日）

7月 8月 9月 計

14 15 0 29

関西広域連合
エネルギー検討会PTご提出資料

関西電力株式会社
平成26年10月2日



y = 3,491.31  - 162.96 x  + 4.18 x2 

R2 =  0.974
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H22年5月連休明け～9月30日
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【H22相関式】

○７／１から９／３０までの実績では、Ｈ２２年と比べて、平均で約３２０万ｋＷ（約１３％）減少しています。
この中に節電効果が含まれているものと考えられます。

１４～１５時の電力需要実績の比較〔対Ｈ２２年比〕
（万kW）

（℃）

※土日祝、降雨日等除く
※累積5日最高気温

約▲３２０万ｋＷ
（約▲１３％）

H22年 月連休明け ～ 9月 30日）

H25年 日～ 9月30日）

H26年 日～ 9月30日）

年 （5

年 （7月1

年 （7月1

H22年

H 年

H 年

年実績

年夏季

年夏季

２関西広域連合
エネルギー検討会PTご提出資料

関西電力株式会社
平成26年10月2日



Ｈ２６年度Ｈ２６年度

 

夏（今夏）夏（今夏）
[算定期間：7/1～9/30]

Ｈ２５年度Ｈ２５年度

 

夏夏
[算定期間：7/1～9/30]

減少量 減少率 減少量 減少率

節電効果（全体） 約320万kW 約

 
13 ％ 約280万kW 約

 
11 ％

（内訳）

家庭用 約

 
70万kW 約

 
14 ％ 約

 
60万kW 約

 
11 ％

業務用 約135万kW 約

 
13 ％ 約

 
130万kW 約

 
12 ％

産業用 約115万kW 約

 
12 ％ 約

 
90万kW 約

 
9 ％

平成２５年夏と今夏の節電の比較〔対Ｈ２２年比〕 ３関西広域連合
エネルギー検討会PTご提出資料

関西電力株式会社
平成26年10月2日



安定供給に向けた主な取組みの実施結果（需要面①）

＜みる電出かけてＣＯＯＬプロジェクト＞

内 容
電力需給の逼迫が予想される前日、もしくは当日に「はぴｅみる電」の会員さまに対し

 
て、節電のお願いのメールと合わせて、電力需給逼迫時にのみご利用いただけるクーポ

 
ンを送付し、お客さまに外出していただくことで、ピーク抑制を実施するもの

実施期間 平成２６年７月２２日～平成２６年９月３０日

実施対象
「はぴｅみる電」（電気ご使用量お知らせ照会サービス）に

ご登録いただいているお客さま
（福井県および、岐阜県を除く約８３．２万件[8月末時点]）

ご協力いただいた
企業

・イオンリテール株式会社

 

・株式会社エディオン

 

・上新電機株式会社
・日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社※（合計

 

約５００店舗）

実施日：7月29日、8月6日、8月19日、9月2日、9月12日（計５回）

試行実施結果

来店者数（アンケート回答者ベース）

合 計 約１万９千人

平均値 約４千人

４

※8月27日から新たにご協力いただいた企業



安定供給に向けた主な取組みの実施結果（需要面②）

試行実施結果

負荷調整をお願いした電力
（実施した４日間の13～16時平均）

実際に負荷調整いただいた電力
（実施した４日間の13時～16時平均）

達成率

約４，７００ｋＷ 約３，２００ｋＷ ６８％

＜ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業＞

内 容
当社の負荷調整要請に基づき、ビル等の空調・照明設備等の負荷調整・制御を行うエネ
ルギー管理システム（ＢＥＭＳ）を導入されたお客さまに対し、負荷調整を働きかけ
ピーク抑制を実施いただくもの

実施期間 平成２６年７月１日～平成２６年９月３０日

負荷調整の時間帯
平日の午前９時～午後８時までの間で、当社が要請する時間帯

（※上記時間には、午後１時～午後４時を必ず含む）

負荷調整の対象
となるお客さま

当社管内の高圧受電（契約電力２，０００ｋＷ未満）のお客さま

契約を締結した
ＢＥＭＳｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀｰ

１６事業者

ご協力いただいた
お客さま

約６７０軒

契約調整電力 最大

 

約５，４００ｋＷ

実施日：8月1日、8月18日、8月20日、9月3日（計４回）

５



６

＜火力発電所の定期点検の延期＞

安定供給に向けた主な取組みの実施結果（供給面①）

＜姫路第二発電所新５号機の運転前倒し＞

出力（万ｋＷ）
定期点検の法定期限

（延期承認前）
定期点検の法定期限
（延期承認後）

海南発電所４号機 ６０．０ 平成25年

 

4月13日 平成26年10月

 

1日

姫路第二発電所６号機 ６０．０ 平成25年

 

7月10日 平成26年10月

 

1日

御坊発電所２号機 ６０．０ 平成25年

 

7月28日 平成26年10月

 

1日

相生発電所２号機 ３７．５ 平成25年

 

8月21日 平成26年10月

 

1日

南港発電所２号機※ ６０．０ 平成25年

 

8月21日
平成26年10月

 

1日
(タービンの法定期限)

姫路第一発電所６号機 ７１．３ 平成25年12月24日 平成26年10月

 

1日

南港発電所１号機 ６０．０ 平成26年 7月 1日 平成26年10月

 

1日

相生発電所３号機 ３７．５ 平成26年

 

7月13日 平成26年10月

 

1日

姫路第二発電所５号機 ６０．０ 平成26年 8月 4日 平成26年10月

 

1日

舞鶴発電所２号機※ ９０．０ 平成26年

 

8月31日
平成26年10月

 

1日
(タービンの法定期限)

※タービンのみ定期点検の法廷期限を延期。ボイラの定期点検は実施済み。

当初計画（平成21.2.26）

試運転時期 営業運転時期

５号機 平成26年12月 平成27年6月

実績

試運転時期 営業運転時期

５号機 平成26年5月 平成26年9月



７

＜火力発電所の計画外停止の未然防止に向けた主な取組み＞

安定供給に向けた主な取組みの実施結果（供給面②）

○平成２５年度に複数回発生したトラブルに対する設備改善
・ボイラの燃焼用空気ダクトの伸縮継手部分を非金属製から
耐熱性の高い金属製に交換（御坊発電所３号機で６月に実施）

・クラゲ防止網を従来より強度の高いものに変更
（舞鶴発電所で３月に実施）

○異常兆候を早期に発見するための巡視・監視の強化
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全トラブルの件数

全１日を超える停止の件数

＜火力発電所のトラブル件数の推移（８月末時点）＞

損傷時の状況
（平成25.5.14）

金属製伸縮継手

平成２５年度 平成２６年度

全トラブル件数 ８５ ６１

全１日を超える停止に

 
至ったトラブル

９ ５

設備改善の一例（御坊発電所３号機）
耐熱性の高い「金属製」の伸縮継手に交換

▲２４
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